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天正２年正月 明知城の戦い―遠山領争奪戦―
　元亀３年秋、織田信長は、武田信玄に従属する遠山家の家督相続に介
入し、一族を織田方に寝返らせることに成功した。信玄は、西上作戦直前
に美濃国の橋頭堡「遠山領」を喪失したのである。
　12月、明知城主遠山景行は、信長の命令により、東美濃の諸将を率い
て岩村城を攻撃したが、上村の合戦で大敗し戦死してしまった。家督は
若年の孫一行が継ぎ、援軍として坂井越中守が一族を率いて入城した。
　天正２年正月、武田家を継いだ勝頼は、緒戦の舞台に遠山領を選んだ。
勝頼は27日に岩村城に進出し、明知城と串原城（大平城）を囲んだ。この
とき一夜城に陣を構えたと伝えられている。
　迎え撃つ明知城には遠山一行や坂井一族（このとき越中守は不在）の
ほか飯羽間友信など近隣の諸将も入城して籠城体制を整え、信長の後
詰を待った。報を受けた信長は、２月１日に濃尾の軍勢に出陣を命じ、自
身は嫡子信忠とともに６日に神篦城に入った。そして、明知城や一夜城を
望む鶴岡山陣所を築き、勝頼との決戦に臨もうとした。
　ところが、まもなく明知城では飯羽間友信が城内で謀反を起こした。坂
井一族はことごとく討ち果たされ、10日以前に落城してしまう。串原城も
ほぼ同時に落城した。
　信長は遠山領の防衛をあきらめ、境目の神篦城に河尻秀隆、小里城に
池田恒興を置き、両城の普請を命じて24日に岐阜に帰陣した。
　勝頼は、父信玄が失陥した領土の奪還に成功し、大いに武威を示した
のである。

　宝治元年（1247年）に遠山明知氏の始祖景
重が明知を本拠地とし、戦国時代には現在の
本格的な山城が構えられた。
　城の遺構は、山頂の二つの曲輪と通称「出
丸」を中心として、東西400ｍ・南北300ｍの城
山の全域に広がる。特筆されるのは、主要な曲
輪を囲繞する大規模な横堀・堀切とこれと連動
する畝状竪堀群である。このほかにも出丸の巨
石列や貯水池、山麓に構えられた近世旗本遠
山氏の陣屋など見所は多い。
　規模・構造ともに美濃国を代表する山城と
いえるだろう。　（住所：恵那市明智町1318-1）

　明智光秀は、享禄元年（1528年）3月10日、落合砦（土岐明智城、多羅砦とも呼ばれる）で
誕生したといわれている。出丸からの見晴らしがよく、三河（北条、今川、松平、三宅）、
中馬街道（織田、森）、信州（武田、真田）等の動きをいち早くとらえることができる絶好の
場所である。本丸には、桝形、虎口、武者走り、客人接待場所、大手通りなどが残っている。
出丸（二の曲輪）は狼煙を上げる場所として、三の曲輪は井戸があることから、寝食をした
場所と考えられている。　（住所：恵那市明智町 947-10）
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尾根伝いの侵入を防ぐため、尾根を断ち切
って設けた堀。
この場所では堀底を通路として、両岸の曲
輪から挟撃するように工夫されている。

①堀切

斜面に対して縦方向（等高線に直角）に設
けられた堀。山腹の敵の自由な移動を妨
げる。

③竪堀（畝状竪堀）

斜面を加工して造成した人工の断崖。城壁。
②切岸

本丸にある恵比寿神社

本丸周辺

竪堀

土塁　土を盛って造った
防御用の土手。

貯水池　城内には井戸が
なく、城外から水を引い
て蓄えた。1.3㎞離れた団
子杉から木樋で導水した
と伝えられる。

白鷹城と落合砦の位置関係

柱石　陣旗を立てる基礎
（旗竿石）か、茶室に付属
する手水鉢か、諸説あり。

巨石列　出丸の入口は巨石
列によって仕切られており、
ここが特別な場所であった
ことを示唆している。

斜面に対して横方向（等高線に平行）に設け
られた堀。
明知城の横堀は主要な三つの曲輪を大きく
囲み、竪堀と組み合わせているのが特徴。

④横堀
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　恵那市明智町は、信州飯田と名古屋を結ぶ中馬街道や中山道大井
宿と東海道岡崎宿を結ぶ南北街道が交わる交通の要衝でした。
　戦国時代もこの点は変わらず、二つの道が交わる交差点を取り囲
むように、明知城、仲深山砦、落合砦の３城が構えられていました。
中でも、明知城は鎌倉時代から続く遠山明知氏の居城であり、遠山
荘南部の要の地として織田軍と武田軍の攻防の舞台となりました。
戦国時代のこの地で起きた合戦に想いを馳せながら山城を散策して
みてはいかがでしょうか？

明知城の南、万ヶ洞を挟んだ尾根に立
地する。規模、構造は明知城に類似す
る。明知城の別郭か、それとも攻撃のた
めの陣城か。

仲深山砦（なかのみやまとりで）仲深山砦（なかのみやまとりで）

明智を一望する山の上に築かれた砦。
天正2年の戦いで武田勝頼が陣を構え
たと伝えられる。
明智町杉野／遠山景行の墓所がある安住寺の裏山

一夜城 （いちやじょう）一夜城 （いちやじょう）

鶴岡連山の明智を一望する尾根上に築
かれた砦。天正2年の戦いで織田方が陣
を構えたと伝えられる。
明智町大泉／大泉集落から登山道あり

鶴岡山陣所 （諏訪ヶ根の砦） 
(つるおかやまじんしょ・すわがねのとりで)
鶴岡山陣所 （諏訪ヶ根の砦） 
(つるおかやまじんしょ・すわがねのとりで)

恵那市明智町の山城

日本大正村観光案内所
〒509̶7717　
岐阜県恵那市明智町 1884 番地 3
TEL 0573̶54̶3944
FAX 0573̶54̶4504

恵那市観光協会 明智支部
（恵那市明智振興事務所）
TEL 0573̶26̶6862
FAX 0573̶55̶3010

恵那市観光協会
http://kankou-ena.jp/

落合砦（土岐明智城・多羅砦）へは
 駅から徒歩 約15分

白鷹城（明知城）へは
 駅から徒歩 約22分

明智駅から山城へのアクセス

❶大正村浪漫亭
❷大正村役場
❸大正ロマン館
❹明智駐在所
❺千畳敷公園

お問合わせ
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天正２年の戦い

今まさに長篠の戦いへと続く戦いの火ぶたが切られた！美
濃
奪
還
を

    

阻
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せ
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に
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天正元年（1573）の武田信玄の死により家督
を継いだ勝頼は、しばらく喪に服していたが、年
が変わると織田・徳川との戦いを再開した。1年
半後の長篠の戦い、そして天正10年の武田家滅
亡まで続く長い戦いの始まりであった。
勝頼が緒戦に選んだのは、元亀３年（1572）

に失陥した遠山領の回復である。天正２年
（1574）東美濃に侵攻した勝頼軍は明知城など
十八砦を攻略し、後詰の信長軍も追い返した。
勝頼にとって、明知城の戦いは、信玄の後継

者にふさわしい武威を世に示すことができた重要
な合戦であった。

土岐坂（小里・神篦に向かう山越え
の道）の登り口を見下ろす尾根に
立地。主郭を囲む横堀とこれに連
動した竪堀が見所。
山岡町下手向／鶴岡簡易郵便局の裏山

下手向城 （しもとうげじょう）

明智・山岡境の鶴岡連山の北向
きの尾根に立地する大規模な山
城。小里川流域と屏風山連山を
一望できる。
山岡町釡屋／釡屋公孫樹会館東900ｍ

釡屋城 （かまやじょう）

遠山一族の中で三遠山に次いで
有力な串原氏の居城。天正２年
の戦いで明知城とともに武田方の
攻撃目標となり落城した。
串原／市自主運行バス大平バス停前の山

大平城 （おおだいらじょう）

前田砦と連繋して中馬街道
大馬渡峠を見張る。馬出な
ど技巧的な縄張りが特筆
され、武田方による築城もし
くは改修の可能性が高い。
上矢作町漆原／国道257号城山
トンネルの上

城山砦（漆原城） 
（じょうやまとりで）岩村城と武田領国を結ぶ

中馬街道上村宿を押さえ
る要衝。東美濃最大級
の巨大な堀切を有する。
上矢作町本郷／JA上村支店
横・大船神社参道入口が登城口

前田砦 （ぜんだとりで）

小里氏の居城。天正２年の戦いの
後、池田恒興が番手として入った。
瑞浪市小里／県道川折交差点南の山

小里城 （おりじょう）

延友氏の居城。織田方による岩村城攻略の拠点で、天正２
年の戦いで信長が本陣とし、続いて河尻秀隆が定番とな
り常駐した。　瑞浪市土岐町鶴城／国道19号鶴城交差点西南の山

神篦城（鶴ヶ城）（こうのじょう）

遠山氏の本城で東海地方を代表する山城。天正２年には
武田二十四将の一人秋山虎繁が入り、対織田最前線の
拠点となっていた。　岩村町／岩村歴史資料館前の道が登城口

岩村城 （いわむらじょう）

岩村と中山道を結ぶ街道を押さえ
る。円形の大きな主郭が特徴で、
岩村城攻防戦の陣城と推定され
る。
中津川市阿木／明知鉄道阿木駅正面の山

阿木城 （あぎじょう）

飯羽間城の北東にある。天正３
年の織田信忠による岩村城攻めの
ときの陣城か。
岩村町飯羽間／飯羽間城の北東 600ｍ

信の城（のぶのしろ）

室町幕府奉公衆の系譜を引く遠
山飯羽間氏の居城。
岩村町飯羽間／飯羽間から山岡町久保原
へ向かう県道沿い

飯羽間城 （いいばまじょう）

中津川と岩村を結ぶ根の上越えの
街道を押さえる。天正2年の戦いで
は武田方の木曽義昌の攻撃を受け、
飯羽間の遠山友重が討死している。
中津川市手賀野／手賀野配水池東側の尾根の上

阿寺城 （あでらじょう）

木曽川北岸の高森山に築かれた遠山氏の北の拠点。武田
勝頼の嫡男信勝の母は城主苗木勘太郎の娘である。近世
には苗木藩一万石の居城で、赤壁伝説でも知られる。　
中津川市苗木／国道257号城山大橋付近

苗木城 （なえぎじょう）

 
 

 
 


